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本研究は，教育指導者を対象とした戦後最大規模の講習会「教育指導者講習」（IFEL）の第 5 期・第 6 期に開催された幼稚園教
育班・幼年教育班の講習内容の中から，幼稚園のカリキュラムに関する内容に焦点を当て，IFEL がわが国の幼稚園カリキュラム
の開発にどのような示唆を与えたのかを明らかにすることを目的としたものである。研究の結果，IFEL の示唆した点は，第 1 に，
カリキュラム開発の基礎となる子どもの発達のアウトラインとその発達的特徴について理解すること，第 2 に，子どもの実際の
姿に基づいた実証的・実践的な研究の実施，第 3 に，幼稚園・保育所・小学校低学年の一貫した幼年教育カリキュラムの開発，第




本研究は，「教育指導者講習」（the Institute For Educational 





IFEL はアメリカの民間情報教育局 CIE の強いリーダーシ
ップによって開始され，日本語名称を「教育長等講習」，後に




























































アメリカ人講師G. M.ルイス（G. M. Lewis）が２週間ごとに





をまとめた研究集録『第六回 教育指導者講習研究集録 Ⅸ 幼
児教育』及びルイスによる第６期の報告書 Bi-Weekly Report 
of IFEL Activities を用いて，第６期に進められた研究の中か
ら，幼稚園のカリキュラムに関する研究内容に焦点を当てて論
じる。第３に，受講生らの研究成果として示された幼稚園のカ

























































古屋 彰 富士川幼稚園園主兼主事（山梨県） 
髙森 豊 熊本市立五福幼稚園園長（熊本県） 
飯田 英雄 宮崎大学附属小学校教諭（宮崎県） 
岩佐 崇子 徳島大学徳島師範学校附属幼稚園主任教諭（徳島県） 
梶谷 岩雄 平田町立平田小学校校長・幼稚園園長（島根県） 
内藤 時光 広島県教育委員会事務局学事課専門職員（広島県） 
上野 塩 聖和女子短期大学講師（兵庫県） 





山口 たつ 愛知学芸大学附属幼稚園教諭（愛知県） 
稲住清左衛門 三重県教育委員会事務局指導主事（三重県） 
小河 洋 静岡県教育委員会指導課教諭指導嘱託（静岡県） 
山村 きよ 東京都教育委員会指導部教諭（東京都） 
友松 秀子 埼玉大学埼玉師範学校附属幼稚園教諭（埼玉県） 
今泉 静江 栃木県教育委員会事務局指導主事（栃木県） 
松村伊佐武 福井大学福井師範学校附属幼幼稚園副園長（福井県） 
富所 忠雄 青森県教育委員会主事（青森県） 






























究集録 Ⅸ 幼児教育』に掲載されるに至っている。 
 
③観察より明らかにされた幼児の興味とその発達的特徴 


















































































































































至った『第六回 教育指導者講習研究集録 Ⅸ 幼児教育』は，
表２ 第６期IFEL幼年教育班参加者一覧2 
氏名 勤務先・役職名・所在地 
渡辺 俊枝 千葉大学教育学部附属幼稚園教諭（千葉県） 
石元 安幸 高知県教育委員会指導主事（高知県） 
水野 節 富山県教育委員会学校教育課主事（富山県） 
増田 妙子 岡山県教育委員会指導課教育主事（岡山県） 
八木 シヅ 熊本大学教育学部附属幼稚園教諭（熊本県） 
角尾 稔 東京学芸大学助手（東京都） 
井上ハル子 福岡県教育委員会指導課視学委員（福岡県） 
本多 玄洲 こゆるぎ幼稚園園長（神奈川県）  
小田 眞子 大分県教育委員会主事（大分県） 
水野 清孝 新潟県立新潟中央高等学校（新潟県） 
菊池フジノ お茶の水女子大学附属幼稚園教諭（東京都） 
遠藤 君 頌栄短期大学助教授（兵庫県） 
渡部 葉子 秋田大学教育学部附属幼稚園教諭（秋田県） 
遠藤 孝子 堺市立第三幼稚園園長（大阪府） 
野村 ウメ 徳山市立夜市小学校校長（山口県） 
北條 はる 鳥取県立鳥取西高等学校附属久松幼稚園教諭（鳥取県）














































































器具の観察），「5 数量」，「6 言語」，「7 絵画製作」，「8 リズム
と音楽」，「9 ごつこ遊び」，「10 劇遊び」，「11 見学」，「12 行
事」，「13 環境」（教師・建物と設備），「14 より広い日常生活


































































































































①  ①計画 どの辺りの野原へ行くか。どの道を通ろうか。 
②  ②摘み草に使うかこをつくる。 
③  ③摘み草をする。歌いながら摘む。 
④  ④思い出の話をしたり，絵にかいて遊ぶ。 
⑤  ⑤つみ草の遊びを動きで表現する。 
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本研究は JSPS 科研費 JP19K02635 の助成を受けたもの
です。
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